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お
い
し
い
蓬
田
牛
で
パ
ワ
ー
全
開

2
0
0
1

よ
も
ぎ
た
産
業
ま
つ
り

お
い
し

い
蓬
田
牛
を
実
際
に

食

べ
て
も
ら
い
、
村
内
外
に
蓬

田
牛
の
存
在
を
Ｐ
Ｒ
し
、
畜
産

振
興
を
図
ろ
う
と
村
が
開
催
し

て
い
る
、
2
0
0
1

よ
も
ぎ
た

産
業
ま
つ
り
が
８
月
2
6
囗
、
王

松
圉
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
囗
は
霧
雨
混
じ
り
の
曇

り
空
に
な
り
、
午
前
1
0時
か
ら

始
ま
っ
た
開
会
式
で
は
、
古
川

正

隆
村
長
よ
り
「
あ

い
に
く
の

天
気
に
な
り
ま
し
た
が
、
整
備

さ
れ
た
古
城
の
沼
で
蓬
田
牛
を

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
楽
し
ん
で
下

さ
い
こ

と

あ
い
さ
つ

が
あ
り

ま
し
た
。
色
と
り
ど
り
の
テ
ン

ト

が
張
ら
れ
た
古
城
の
沼
付
近

で
は
、
村
内
は
も
と
よ
り
県
内

各
地
か
ら
集
ま

っ
た
３
千
人
の

お
客
さ
ん
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、

家
族
連
れ
や
友
人

グ
ル
ー
プ
が

コ
ン
ロ
を
囲
ん
で
、
網
や
鉄
板

で
お
い
し

い
蓬
田
牛
に
舌
鼓
を

打
ち
ま
し
た
。

ま
た
、
乗
っ
か
る
農
協
、
漁

協
、
商
工
会
が
協
賛
し
、
農
業

機
械
や
船
舶
用
品
の
展
示
即
売
、

商
工
会
の
特
産
品
の
即
売
や
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ホ
タ
テ
釣

り
ゲ
ー
ム
な
ど
多
彩
な
イ

ベ
ン

ト
が
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
青
森
ね
ぶ
た
正
調
囃
子
保

存
会
に
よ
る
演
奏
も
ま
っ
り
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

地
元
の
歌
手
・
蓬
か
ほ
り
さ

ん
に
よ

る
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ

れ
、
蓬
田
音
頭
で
は
来
場
者
と

一
緒
に
手
踊
り
の
輪

が
広
が
り

ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
牛
乳
・
ビ
ー
ル

の
早
飲
み
や
大

豆
橋
渡
し
の
ゲ
ー

ム
大
会
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
券
に

よ
る
お
楽
し
み
抽
選
会
も
行
わ

れ
、
豪
華
な
賞
品

が
贈
ら
れ
た

人
は
大
喜
び
で
し
た
。

青森ねぶた正調囃子保存会

牛
乳
早
飲
み
に
参
加
す
る
小
学
生
た
ち

ビール早飲みに参加する女性たち



戦
没
者
慰
霊
祭
並
び
に

戦
役
殉
難
者
追
懐
之
塔
除
幕
式

８
月
2
1日
（
火
）
、
王
松
台
に

お
い
て
、
平
成
1
3年
度
蓬
田
村

戦
没
者
慰
霊
祭
並
び
に
村
出
身
・

縁
故
戦
役
殉
難
者
追
懐
之
塔
除

幕
式

が
遺
族
、
来
賓
、
関
係
者

約
１
４
０
人

が
参
列
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

午
前
1
0時
3
0分
、
国
旗
掲
揚
、

そ
の
後
、
追
懐
之
塔
の
除
幕
が

塔
の
建
立
に
携
わ
っ
た
協
賛
者
・

遺
族
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。塔
の
表
面
に
は
、
古
川
正

隆

村
長
の
直
筆
で
「
追
懐
之
塔
」

と
書
か
れ
、
裏
に
は
、
戦
没
者

の
方
々
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
塔
は
遺
族
会
で
、

土
台
は
村
で
出
費
し
て
建
立
し

ま
し
た
。

古
川
圧
滌

村
長

が
村
政
の
現

状
を
御
霊
に
報
告
、
「
混
迷
す

る
時
代
に
、
平
和
に
対
す
る
思

い
を
一
層
強
く
持
ち
、
戦
争
の

な
い
平
和
な
世
の
中
を
築
い
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

歴
代
の
方
々
の
英
知
に
よ
り
築

か
れ
た
発
展
を
引
き
継
ぎ
、
明

る
い
豊
か
な
村
づ
く
り
の
た
め

努
力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

ま
た
、
追
懐
之
塔
の
建
立
に
あ

た
り
関
係
者
の
方
々
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
」
と
祭
文

を
奉
呈
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
坂
本
増
吉
村
遺
族

会
長
よ
り
祭
詞
の
奉
呈
が
あ
り

ま
し
た
。

村
内
有
志
女
性
1
9人
に
よ
る

御
詠
歌
の
流
れ
る
中
、
参
列
者

が
焼
香
を
行
い
、
肉
親
の
霊
を

慰
め
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

焼 香 す る 遺 族 の み な さ ん

村内有志婦人による和賛

ｊ　●慰霊祭並びに追懐之塔除幕式



自分を信じて稲穂路を走る！

第10回デュアス囗ンinよもぎた大会

９
月
９
口
、
青
存
米
Ｃ
匸
Ｐ

デ
ュ
ア
ス
ロ
ン
血
よ
も
ぎ
た
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
拍
回
目
を
迎
え
た
大

会
匚
は
、
神
奈
川
県
や
埼
玉

県

な

ど
県

内
外

か

ら
↓

６

７

人

（
村
出
場
６

人
）
　の
選
手

が
参

加
し
ま
し
た
匹

ス
タ
ー
ト
匚
先
立
ち
、
総
合

運
勍
塲
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で

は
、
中
村
政
一
大
会
実
行
委
員

長
が
「
今
大
会
も
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で

抻
回
目
を
迎
え

る
’匸
一

が
で
き
ま
し
た
。
日
ご
ろ
鍛
之

九
実
力
を
十
分
発
揮
し
、
け
が

の
な

卜
記
念
匚
残

る
大
会
匚
し

て
く
だ
さ

い
二

七
あ

い
こ

つ

し
、
古
川
止
隆
村
長
が
歐
迎
の

こ
と
ば
を
述

べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
選
手
を
代
表
し
て

中
村
大
八
選
手

（
蓬
川
）
が
選

手
宣
誓
を
行

い
ま
し
匸

。

午
前
1
1時
、
さ
わ
や
か
な
秋

風
を
受
け
な

が
ら
総
合
運
動
場

を
ス
タ
ー
ト
し
た
選
手
た
ん
ぽ
、

稲
穂
が
揺
且
る
農
免
道
路
を
マ

ラ
ソ
ン
５
毎
口
、
自
転
車
3
0
毎

口
、
さ
ら
に
マ
ラ
ソ
ン
５
毎
口

の
コ

ー
ス
で
健
脚
を
饐
い
ま
し

た
。コ

ー
ス
で
選
手
誘
導
、
給
水

な
ど
を
し
て
く
且
た
求
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
大
変
ご
苦
労
杼
で

し
た
『
匚
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
　
　
　
　

（
敬
祢
略
）

▼
総
合
の
部

↓

筐
　

戸
賀
濘
和
宏
（
八
戸
市
）

↓

特
問
耳
分
韭
秒

２
筐
　

斎
藤
　

祐
蝮
（
弘
前
市
）

↓

時
間
2
0分
1
6秒

３
筐
　

佐
藤
　

光
義
（
秋
出
県
）

↓

時
間
2
!分
2
0秒

▼
女
性
の
部

↓

倥
　

向
井
　

直
子
（
神
余
川
県
）

↓

時
問
冊
分

銘
秒

２
に
　

下
山
　

礼
子
（
弘
前
市
）

↓

時
問
3
9分
2
5秒

３
倥
　

佐
藤
　

出
佳

毎
一
石
市
）

１
時
間
4
0分
1
0秒

▼
4
5歳
以
上
の
部

１
倥
　

瓜
生
　

英
秋
（
千
葉
県
）

工
時
間
2
6分
陷
秒

２
倥
　

類
家
　

義
治
（
五
戸
町
）

↓

時
間
2
7分
韭
秒

３
倥
　

石
澤
　

英
樹

単
一
石
市
）

工
時
間
2
9分
1
9秒

●
村
出
場
選
手

郛
位
　

田
中
　

邦
章
（
瀬
辺
地
）

１
時
間
3
3分
溷
秒

頴
位
　

中
村
　

大
八
（
蓬
　

田
）

１
時
間
訌
分
沢
秒

8
5位
　

野
藤
　

健
純
（
阿
弥
陀
川
）

１
時
間
節
分
5
9秒

1
5
4
位

張
開

裕
亦

長

廿

２
時
間
Ｄ
分

割
秒

一
汐
Λ
　
長
り
　
　

ｉ
目

白
　

り卞

匸
も
　

リ
ド
　
　

Å
（
Ｌ
　

士

）

２
時
川
９
分
石
秒

円

卜

坂
本

忠
則
（
中

心

２
時
間
Ｎ
分
冊
秒

選手宣誓する中村大八選手

女性の部上位入賞の３人

坂本　忠則選手 張間晶・裕介選手 野藤　健純選手 田中　邦章選手

●第二回千ニアスロン大会　４



カメラ ア　イ

国
保
連
合
会
表
彰
を
受
け
る

青
森
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
の
第
１
１
０
回
通
常
総

会
が
７
月
９
囗
、
県
共
同
ビ
ル

に
お
い
て
各
市
町
村
長
が
出
席

し
開
催
さ
れ
、
国
保
事
業
の
発

展
に
尽
力
し
た
2
5名
の
方
々
が

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

本
村
か
ら
は
、
田
中
智
子
国

保
運
営
委
員
（
郷
沢
）
が
事
業

の
安
定
的
運
営
に
対
す
る
功
績

が
認
め
ら
れ
国
保
連
合
会
理
事

長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
状
は
古
川
村
長
が
「
村

民
の
健
康
と
福
祉
を
守
る
た
め

に
永
年
、
ご
協
力
い
た
だ
き
あ

り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後

も
事
業
推
進
の
た
め
に
尽
力
を

を
賜
り
た
い
」
と
お
礼
を
述
べ
、

８
月
2
9日
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

あ
お
も
り
ふ
る
さ
と
交
流
体
験
ツ
ア
ー

９
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
、

「
あ
お
も
り
ふ
る
さ
と
交
流
体

験
ツ
ア
ー
」
が
蓬
田
村
・
平
舘

村
・
蟹
田
町
で
行
わ
れ
、
首
都

圏
よ
り
3
2名
の
参
加
者
が
あ
り

ま
し
た
。

初
日
の
午
前
中
、
陶
芸
体
験

と
し
て
、
フ
ク
ロ
ウ
・
湯
飲
み

茶
碗
・
皿
に
色
付
け
し
、
初
心

者
が
多
く
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

３
日
目
の
朝
、
森
セ
ッ
さ
ん

の
畑
で
、
芋
掘
り
作
業
を
体
験

し
、
よ
も
ぎ
温
泉
で
汗
を
流
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
古
城
の
沼

で
デ
ュ
ア
ス
ロ
ン
を
観
戦
し
な

が
ら
、
蓬
田
牛
・
ホ
タ
テ
な
ど

で
昼
食
を
取
り
ま
し
た
。
そ
の

後
マ
ル
シ
ェ
・
海
の
情
報
館
を

見
学
し
、
村
を
後
に
し
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
者
は
、
予
想
以

上
の
も
て
な
し
に
大
感
激
し
て

い
ま
し
た
。

マ
ル
シ
ェ
を
見
学
す
る
参
加
者

玉松海水浴場にて記念撮影

●
苦
い
水
何
時
ま
で
呑
ま
す
総
理
殿
　
　
　
　

重
　

彦

●
赤
ト
ン
ボ
稲
穂
の
重
み
そ
っ
と
撫
ぜ
　
　
　

久
　
子

●
甘
辛
党
じ
っ
と
耐
え
て
る
病
い
持
つ
　
　
　
　
和
　
也

●
甘
え
ん
坊
ピ
カ
チ
ュ
ー
背
負
い
飛
び
回
る
　

樫
　
吾

●

お
預
け
を
食
ら
っ
た
犬
で
い
る
時
間
　
　
　

文
　
明

●
つ
ぎ
は
ぎ
の
父
の
背
中
に
あ
る
こ
ぶ
し
　
　

清
　

乃

●
喝
采
の
メ
ダ
ル
の
裘
の
泣
き
笑
い
　
　
　
　

富
　

栄

●
あ
の
人
に
青
春
一
つ
置
き
忘
れ
　
　
　
　
　
　
貴
　

広

●
ス
テ
ス
フ
を
ふ
ん
で
貴
方
に
つ
い
て
行
く
　

勝
　

子

●

ど
の
石
も
そ
れ
ぞ
れ
欲
の
鍋
磨
く
　
　
　
　

蓬
　
石

●
ね
ぶ
た
の
音
近
く
て
遠
い
松
葉
杖
　
　
　
　

藤
　

久

1
0月
1
5囗
か
ら
2
1日
ま

で
行
政
相
談
週
間
で
す
。

村
で
は
、
1
0月
3
0日
中

央
公
民
館
に
て
1
0時
か
ら

1
5時
ま
で
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

ｊ　●カメラアイ／川柳北緯4尸



〈
平
成
1
3
年
度

敬
老
会

長
寿
を
祝
う
敬
老
会
が
、
９

月
1
4日
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
6
5歳

以
上
の
お
年
寄
り
と
関
係
者
４

５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

物
故
者
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ

た
後
、
古
川
正
隆
村
長
が
あ
い

さ
つ
し
、
続
い
て
、
１
０
０
歳

以
上
の
久
慈
タ
キ
さ
ん
（
広
瀬
）
、

9
0歳
を
迎
え

た
掛
村
ツ
ヨ
さ
ん

（
郷
沢
）
、
工

藤
た
か
さ
ん

（
長

科
）
、

川
内

義
一
郎
さ
ん

（
阿

弥
陀
川
）
、
鈴
木
留
三
郎

さ
ん

（
蓬
田
）
、
藤
田
千
代
さ
ん
（
中

沢
）
、

青
木
ち
さ
さ
ん

（
阿

弥

陀
川

）
、
福
井

キ
ソ
さ
ん

（
郷

沢
）
、
小

鹿
三
十
郎
さ
ん

（
長

科

）
、
畠
山
富
太
郎
さ
ん

（
郷

沢

）
、
木
村
ふ
よ
う
さ
ん

（
瀬

辺
地
）
、
川
崎
エ
チ
ヤ
さ
ん
（
広

瀬
）
、
稲
葉
幸
治
郎
さ
ん

（
高

根
）
に
県
知
事
顕
彰
を
伝
達
。

村
長
か
ら
9
0歳
以
上
の
長
寿
者

3
4人
に
顕
彰
状
と
お
祝
い
の
花

束
を
贈
呈
、
8
8歳
に
な
ら
れ
た

1
0人
、
結
婚
6
0周
年
を
迎
え

た

２
組
、
結
婚
5
0周
年
の
1
1
1
1

一
組
の

夫
婦
を
そ
れ
ぞ
れ
顕
彰
、
ま
た
、

7
7歳
を
迎
え
た
4
8人
に
安
全
つ

え

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
龠
谷

一
村
社
会
福

祉
協
議
会
長
の
音
頭
で
万
歳
三

唱
を
し
、
式
典
を
閉
じ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
地
区
老
人
ク
ラ

ブ
対
抗
の
芸
能
大
会
が
開
か
れ
、

カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り
で
楽
し

い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

農
業
用
免
税
軽
油
の
交
付
申
請
を
受
付

青
森
県
税
事
務
所
で
は
、
平

成
1
4年
に
使
用
す
る
農
業
用
免

税
軽
油
に
つ
い
て
の
交
付
申
請

を
受
け
付
け
し
ま
す
。

受
付
は
、
平
成
1
3年
い１１
月
2
6

日
及
び
回
月
2
7日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
に
、
青
森

市
新
町
二
丁
目
４
番
3
0号
県
庁

舎
北
棟
３
階
の
青
森
県
税
事
務

所
で
行

い
ま
す
。

な
お
、
申
請
手
続
き
が
受
付

期
間
よ
り
遅
れ
ま
す
と
、
免
税

証

の
交
付
も
遅
れ
る
こ
と

に
な

り
ま
す

の
で
、
受
付
期
間
は
必

ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

新
規
・：
新
た
に
申
請
す
る
人
及

び
使
用
機
械
に
変
更
の

あ

っ

た

人

継

続

…

免

税

軽

油

使

用

者

証

の

有

効

期

限

が

平

成
1
4
年

1
2月
3
1
日

以

降

の

人

更

新
・：

免

税

軽

油

使

用

者

証

の

有

効

期

限

が

平

成
1
4
年

1
9
1
月
3
0
日

以

前

の

人

※

そ

れ

ぞ

れ

提

出

書

類

が

違

い

ま

す

の

で

注

意

し

て

く

だ

さ

い

「
お

問

い
合

わ

せ

先

」

県

税

事

務

所
　

課

税

第

一

課

容

０
１
７
－

７
２

２
－
1
1
1
1

（
内

線
　
6
6
1
2

）

乗

っ

か

る

農

協

蓬

田

給

油

所

容

２

７
－

２

１

０
｣
に｛．｝

申請に必要なもの

提

出

書

類

●
印
の
も
の
が
必
要
で
す

農応又は県税事務所

にあります
申請する人がまえもって準備します

① ② ]: ① ⑤ ⑥ ① ⑧ ⑨ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩

免
税
証
交
付
申
請
書

免
税
軽
油
所
要
数
量
計
算
書

県
税
証
明
書
等
原
簿
一
県
証
紙
四

白^

円
貼
付－

免
税
軽
油
使
用
者
証
交
付
申
請
書

免
税
軽
油
使
用
者
証
共
同
交
付
申
請
書

四
百
一
一
十
円
切
手
一
返
信
用
封
筒
に
貼
付－

印
鑑
耕
作
証
明
書
一
農
業
委
員
会
発
行－

使
用
機
械
譲
渡
証
明
書

免
税
軽
油
使
用
者
証
一
前
年
以
前
の
も
の－

祖
合
員
名
簿
一
全
員
の
押
印

が
必
要一

総
会
の
議
事
録
謄
本

組
合
定
款

規
約

軽
油
使
用
計
画
書

前
年
の
軽
油
使
用
明
細
書

軽
油
納
品
書

申

請

区

分

個

人

新規 ● ● ● ● ● ● ● ●

継続 ● ● ● ● ● ●

更新 ● ● ● ● ● ● ● ●

共
同
申
請

新規 ● ● ● ● ● ● ● ●

継続 ● ● ● ● ● ●

更新 ● ● ● ● ● ● ● ●

防
除
祖
合
等

新規 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

継続 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

更新 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●敬老会　∂



「
4
0歳
か
ら
の
健
康
週
間
」

１０
月
８
日
～
1
4日

壮
年
期
か
ら
気
を
つ
け
よ
う
！・

脳
卒
中
・
歯
周
病

人
口
構
造
の
高
齢
化
に
伴
い
、

た
だ
長
生
き
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
い
か
に
健
や
か
に
生
き

が

い
の
あ
る
生
活
を
送
る
か
が
高

齢
者
の
願
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

健

や
か
な
老
後
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
壮
年
期

（
4
0歳
）
か

ら
の
健
康
的
な
生
活
習
慣
の
確

立

が
重
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
、

我

が
国
で
は
昭
和
5
9年
か
ら
壮

年
期
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
す

る
た
め
に
1
0月
の
第
２
月
曜
日

か
ら
の
１
週
間
を
「
4
0歳
か
ら

の
健
康
週
間
」
と
定
め
て
い
ま

す
。
今
年
は
1
0月
８
日
～
1
4日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、
今
回
は
働

き
盛
り

の
皆
さ
ま
に
注
意
の
必

要
な
生
活
習
慣
病
で
あ
る
脳
卒

中
と
歯
周
病
に
つ
い
て
の
お
話

で
す
。

【
脳
卒
中
】

①
脳
卒
中
は
増
え
て
い
る
！

脳
卒
中
は
長
い
間
日
本
人
の

死
因
の
ト
ッ
プ
で
し
た
が
、
Ｃ

Ｔ
ス
キ
ャ
ン
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
等
の
装

置
が
開
発
さ
れ
、
診
断
が
早
期

に
正
確
に
出
来
る
よ
う

に
な
っ

た
こ
と
や
外
科
手
術
の
目
覚
ま

し

い
進
歩
等
に
よ
っ
て
現
在

の

死
亡
率
は
「
が
ん
」
、
「
心
臓
病
」

に
次
ぐ
第
３
位
に
ま
で
下
が
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
死
亡
率
が
減
少
し

た
だ
け
で
、

発
症
率
は
逆
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
命

は
と
り
と

め
て
も
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
に

な
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
す
。

②
脳
卒
中
つ
て
ど
ん
な
病
気
？

脳
卒
中
は
次
の
３
つ
の
タ
イ

プ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

「
脳

出

血

」
・：
高
血
圧
の
影
響

等
で
脳
内
の
細
い
動
脈
が
も

ろ
く
な
っ
て
破
れ
、
脳
の
中

に
出
血
す
る
。

こ
う
そ
く

「

脳

梗

塞

」

・：
動
脈
硬
化
等
の

た
め
に
動
脈
が
狭
く
な
っ
て
、

そ
こ

に
血
栓
（
血
の
塊
）

が

で
き
た
り
、
心
臓
内
に
で
き

た
血
栓

が
脳
動
脈
に
流
れ
込

ん
で
ひ
っ
か
か
っ
た
り
す

る

こ
と

に
よ
り
、
血
液
の
流
れ

が
途
絶
え
て
脳
組
織
が
壊
死

に
陥
る
。

「
く
も

膜

下

出

血
」

…
脳
を
覆
っ

て
い
る
「
く
も
膜
」
の
下
を

走
っ
て
い
る
動
脈
に
で
き
た

瘤
（
脳
動
脈
瘤
）
が
破
れ
て

出
血
す
る
。

③
自
覚
症
状
は
？

半
身
の
手
足
の
ま
ひ
や
し
び

れ
、
物
が
二
重
に
見
え
る
、
め

ま
い
や
頭
痛
吐
き
気
が
す
る
等

の
症
状
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
自
覚
症
状
が
は
っ
き
り

出
な
い
ヶ
Ｉ
ス
も
あ
り
ま
す
の

で
、
早
期
発
見
、
治
療
の
た
め

に
も
定
期
的
な
健
康
診
断
や
人

間
ド
ッ
ク
を
活
用
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

④
後
遺
症
は
？

血
管
が
つ
ま
っ
た
り
、
破
れ

た
り
す
る
と
、
脳
細
胞
に
栄
養

や
酸
素
が
送
ら
れ
な
く
な
り
、

脳
の
機
能
は
重
大
な
障
害
を
勞

け
ま
す
。
急
速
に
こ
ん
睡
状
熊

に
陥
り
、
命
に
か
か
わ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
一

命
を
と
り
と
め
た
と
し
て
も
、

寝
た
き
り
に
な
る
、
身
体
の
自

由
が
き
か
な
く
な
る
、
癇
ほ
う

に
な
る
等
の
重
い
後
遺
障
害
が

残
り
ま
す
。

⑥
こ
ん
な
人
が
な
り
や
す
い
！

高
齢
で
血
管
が
老
化
し
て
い

る
人
、
高
血
圧
・
高
脂
血
症
・

糖
尿
病

・
心
臓
疾
患
等
の
病
気

に
か
か
っ
て
い
る
人
、
肥
満
、

喫
煙
・
大
量
の
飲
酒
を
す
る
人
、

ス
ト
レ
ス
が
多

い
人
、
血
縁
者

に
脳
卒
中
を
起
こ
し
た
方
が
い

る
人
。

⑥
脳
卒
中
を
予
防
し
よ
う
！

脳
卒
中
を
予
防
す
る
た
め
に
、

日
常
生
活

の
中
で
次
の
事
に
気

を
付
け
て
み
ま
し
ょ
う

。

・
暴
飲
暴
食
は
避
け
、
喫
煙
は

で
き
る
だ
け
や
め
ま
し
ょ
う
。

太
り
す
ぎ
に
は
注
意
。

お
酒
は
一
合
以
内
が
好
ま
し

い
で
す
。

・
不
摂
生
・
過
労
・
ス
ト
レ
ス

を
避
け
、
十
分
な
睡
眠
と
休

養
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

・
性
生
活
や
娯
楽
等
で
過
度
の

緊
張
や
興
奮
が
続
く
の
は
禁

物
。
ト
イ
レ
で
の
い
き
み
禍

ぎ
も
良
く
な
い
の
で
、
便
秘

に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

・
激
し
い
温
度
差
は
血
管
へ
の

負
担
を
高
め
る
の
で
、
入
浴

は
ぬ
る
め
の
温
度
で
長
湯
を

避
け
ま
し
ょ
う
（
熱
い
お
湯

に
首
ま
で
入
る
と
心
臓
に
負

担
が
か
が
る
た
め
）
。
各
部

屋
の
間
の
温
度
差
に
も
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

・
特
に
、
心
臓
病
や
糖
尿
病
な

ど
の
持
病
が
あ
る
人
は
必
ず

医
師
に
よ
る
管
理
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
定
期
検
診
も
欠
か

さ
ず
受
診
す
る
こ
と
を
お
顫

め
し
ま
す
。

７　●保健コーナー



【
歯
周
病
】
　
片
二

①
歯
周
病
を
あ
な
ど
る
な
！

健
康
な
歯
で
、
よ
く
か
ん
で

食
べ
る
食
事
は
大
変
お
い
し
い

も
の
で
す
。
ま
た
、
噛
む
と
い

う
行
動
は
脳
へ
の
刺
激
に
も
な

り
、
脳
の
活
性
化
、
癇
ほ
う
予

防
に
も
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
、
歯
周
病
に
侵
さ
れ

て
、
自
分
の
歯
を
失
う
こ
と
に

な
る
と
、
老
後
の
食
生
活
は
大

変
寂
し
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

食
べ
た
い
も
の
を
食
べ
れ
な
い

つ
ら
さ
に
加
え
、
栄
養
摂
取
状

態
の
不
良
に
よ
り
、
寝
た
き
り

の
原
因
に
も
な
り
ま
す
し
、
口

腔
が
不
衛
生
な
状
態
に
な
っ
て

い
る
と
肺
炎
等
の
疾
病
を
引
き

起
こ
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

た
か
が
、
歯
肉
炎
と
侮
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

②
歯
周
病
つ
て
ど
ん
な
病
気
？

歯
の
表
面
に
付
着
し
た
汚
れ

（
歯
垢
）
を
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
歯
の
ま
わ
り
を
包
み

込
ん
で
い
る
歯
肉
に
炎
症
が
起

き
て
き
ま
す
。
歯
肉
は
色
が
赤

く
な
り
、
ぶ
よ
ぶ
よ
と
は
れ
て

き
て
、
ち
ょ
っ
と
歯
ブ
ラ
シ
が

触
れ
て
も
簡
単
に
出
血
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
歯
肉
炎

を
放
置
し
て
お
く
と
炎
症
は
さ

ら
に
進
み
、
歯
を
支
え
て
い
る

骨
（
歯
槽
骨
）
を
少
し
ず
つ
破

壊
し
、
歯
は
ぐ
ら
ぐ
ら
動
く
よ

う
に
な
り
、
や
が
て
は
抜
け
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
症

状
を
示
す
も
の
を
歯
周
病
と
言

い
ま
す
。

4
0歳
以
上
の
方
の
歯
の
抜
け

る
原
因
の
大
半
は
歯
周
病
に
よ

る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

③
歯
周
病
の
原
因
は
？

歯
周
病
の
一
番

の
原
因
は
プ

ラ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
物
質
で
す
。

つ
ま
よ
う
じ
の
先
で
歯
面
を
こ

す

る
と
白
い
ノ
リ
状
の
も
の
が

く
っ
つ
い
て
き
ま
す
よ
ね
。
そ

れ
が
プ
ラ
ー
ク
で
す
。
こ

の
プ

ラ
ー
ク
は
細
菌
の
塊
で
、
い
ろ

い
ろ
な
種
類
の
細
菌
が
住
み

つ

い
て

い
ま
す
。
こ
の
細
菌
群
は

歯
み

が
き
を
怠
っ
た
り
、
砂
糖

を
取
り
す
ぎ
た
り
し
ま
す
と
、

異
常
に
増
殖
し
、
そ
れ
ら
が
産

出
す
る
毒
素
や
酵
素
に
よ
っ
て

歯
周
組
織
に
炎
症
を
起
こ
し
、

歯
周
病
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
歯
ぎ
し
り
や
く
い
し

ば
り
、
甘
い
食
べ
物
、
た
ば
こ

も
歯
周
病
を
進
行
さ
せ
ま
す
。

④
歯
周
病
を
予
防
し
よ
う
！

最
も
重
要
な
の
は
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
（
歯
み
が
き
）
で
す
。
食

後
は
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
欠
か
さ

ず
行
い
、
１
日
に
Ｉ
度
は
し
っ

か
り
丁
寧
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し

ま
し
ょ
う
。
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
に

よ
り
、
歯
の
表
面
を
プ
ラ
ー
ク

の
な
い
状
態
に
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
こ
れ
を
プ
ラ
ー

ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
歯
と
歯
の
間
は
食
べ

物
が
よ
く
は
さ
ま
り
、
プ
ラ
ー

ク
の
温
床
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歯
間
ケ
ア
に
は
デ
ン
タ
ル

ー
フ

ロ
ス
や
歯
間
ブ
ラ
シ
を
上
手
に

使
い
ま
し
ょ
う
。

今
回
紹
介
し
た
脳
卒
中
と
歯

周
病
の
予
防
は
皆
さ
ま
の
健
康

づ
く
り
の
ほ
ん
の
一
部
の
こ
と

で
す
が
、
参
考
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

～あなたの歯の健康チェック～

チェック１ あなたの現在の歯の本数は？

永久歯の数は28本です。(親 知 ら ず を 除 い た 場 合)

ど
の
歯
が
あ
り
ま
す
か
？

上あご

右 左

下あご

歯形の図の左右は自分の囗と

反対に表示 されます。

中 切 歯

側 切 歯

犬 歯

第1 小 臼 歯

第 ２ 小 臼 歯

第1 大 臼 歯

罵 ２ 大 臼 歯

:親 知 ら ず ）

第 ２ 大 臼 歯

第1 大 臼 歯

第 ２ 小 臼 曲

第1 小 臼 歯

犬 曲

側 切 歯

中 切 歯

n 詈1ｦ菫ｌl

膠 覆哂ｍ

匹 顎雇 罰

匠 珮 罷 罰

厨 ヨ 研 皿 ｌ

皿l

吸 左 右あ わ せ た 本 数 で す 。

チェック１ 歯内は健康ですか？

歯肉から出血したり，歯と歯ぐきの境目にすき間

(歯周ポケット)があったりしたら要注意。
４ｍ ｍ ～　　　 ＿６ｍ ｍ ～

（所見なし） （歯肉出血）（浅い歯周　　 （深い歯周　　 （歯が動く）

ポケットあり） ポケットあり）

ほ’訓　　　1 ‘ｇ　　　¨ －11　　　 う 岼

ｒ 冒7ｒl

チェック１ 口臭はありませんか？

プラークは口臭の原因にもなります。楽し

い会話は口臭のないさわやかな口元から始

めます。

’7　　1:ご１　・　　丗 ｉ’ 

、． ． ． 、
り

フロスをかき

あげるように
してプラーク

や汚れをとる

使いやすい柄つき
(糸ようじ)もある

固碯 辰屈－
自分の 歯の形 やすき 間にあ った

サイ ズを 選ぶ

(ＳＳサイ ズ が 入 らな い すき 間

には デンタル ・フロ スを 便う)

※正しい使い方は歯科衛生士の指導を受けてください。

●保健コーナー　ざ



お知らせ

２
０
０
一

年

航
空
科
学
フ
ェ
ア

県
で
は
、
青
森
県
立
三
沢
航

空
科
学
館
（
仮
称
）
の
開
館
に

向
け
、
展
示
の
疑
似
体
験
等
を

と
お
し
て
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
皆
様
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
多

数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

●
期
　
日

平
成
1
3年
1
0月
1
3囗
～
1
4日

（
土
・
囗
の
２
日
間
）

●
場
　
所

三
沢
市
総
合
体
育
館
と
そ
の

周
辺

●
内
　
容

・
フ
ラ
イ
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

体
験
飛
行

・
航
空
科
学
館
関
連
パ
ネ
ル

展
示

・
航
空
関
連
貴
重
映
像
上
映

会
（
土
曜
日
）

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト

大
会
（
日
曜
日
）
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
先

青
森
県
企
画
振
興
部
市
町
村

振
興
課
内

航
空
科
学
フ
ェ
ア
実
行
委
員

会
事
務
局

Ｓ
０
１
７
－
７
３
４
－
9
1
4
4

駐
在
所
だ
よ
り

警
察
安
全
相
談
を

利
用
し
よ
う

こ
ん
な
こ
と
で

困
っ
て
い
る
…
…

◇
悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
っ
て

困
っ
て
い
る

◇
つ
き
ま
と
い
、
無
言
電
話
等

の
被
害
に
遭
い
困
っ
て
い
る

◇
夫
の
暴
力
に
困
っ
て
い
る

◇
子
ど
も
（
本
人
・
親
）
の
こ

と
で
悩
ん
で
い
る

◇
暴
力
団
の
被
害
、
嫌
が
ら
せ

に
困
っ
て
い
る

容
２
７
－

２
０
３
戸り

警
察
で
は
、
様
々
な
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

警
察
総
台
岨
談

窓
口
の
ご
案
内

電
話
で
の
相
談
は
、

一

警
察
安
全
相
談
室

（
警
察
本
部
内
）

Ｓ
0
1
7
1
7
3
5

－
9
1
1
0

ま
た
は
、
＃
9
1
1
0

へ

■
警
察
署
安
全
相
談
窓
口

（
蟹
田
署
）

S
0
1
7
4
－

２
２
－
2
2
1
1

戦
傷
病
者
等
の
啻
の
方
へ

次

の

戦

傷

病

者

等

の

妻

の

方

に

特

別

給

付

金

が

支

給

さ

れ

ま

す

。

●

平

成

５

年

４

月

２

日

以

降

に

戦

傷

病

者

等

と

婚

姻

さ

れ

た

妻

ま

た

は

同

日

以

降

し

後

重

症

に

よ

り

第

５

款

症

以

上

の

戦

傷

病

者

等

と

な

ら
れ

た
方

の

妻
で

あ

っ

て

、

平

成
1
3
年

４

月

１

囗

に

お

い

て

、

戦

傷

病

者

等

で

あ

る

夫

が

第

５

款

症

以

上

の

増

加

恩

給

等

を

受

け

て

い

た

方

。

（
額

面
1
5
万

円
（
軽

傷

者

半

額

）
、

５

年

償

還

の

国

債

）

●

平

成

８

年

５

月

に

最

終

償

還

を

迎

え

た

戦

傷

病

者

等

の

妻

に

対

す

る

特

別

給

付

金

の

受

給

権

を

取

得

し

た

妻

で

あ

っ

て

、

戦

傷

病

者

等

で

あ

る

夫

が

平

成

５

年

４

月

１

日

か

ら

平

成

８

年

９

月
3
0
日

ま

で

の

間

に

公

務

傷

病

以

外

の

原

因

に

よ

り

死

亡

（
平

病

死

）

さ

れ

た

方

。

（
額
面
５
万
円
、
５
年
償
還
の

国
債
）

○
請
求
期
間
は
、
平
成
1
3年
1
0

月
１
日

～
平
成
1
6年
９
月
3
0日

ま
で
○
請
求
手
続
き
な
ど
詳
し

い
内

容
に
つ
い
て
は
。

役
場
福
祉
課
ま
た
は
青
森
県

健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
政
策
課

Ｓ
０
１
７
－

７
３
４
－
9
3
2
2

戦
没
者
等
の
遺
族
に

対
す
る
特
別
弔
慰
金

請
求
は
平
成
1
4年
４
月
１
日

ま
で
で
す
。

対
象
者
戦
没
者
死
亡
当
時
の
三
親
等

内
親
族
で
、
次
の
要
件
を
満

た
す
方
に
特
別
弔
慰
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

○
平
成
７
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
い１１
年
３
月
3
1日
ま
で
の
間

に
、
公
務
扶
助
料

や
遺
族
年

金
等
の
受

給
権
者
が
遺
族
内

に

い
な
く
な
っ
た
方

給
付
内
容

額
面
2
4万
円
、
６
年
償
還
の

記
名
国
債

請
求
窓
口
　

役
場
福
祉
課

ａ

２
７
－
2
1
1
4

夕　●お知らせ情報局



10月から本来の介護保険料となります

平成12年４月から介護保険制度が始まりましたが、国の特別対策により第１号被保険者（65歳以

上のすべての方）の介護保険料は平成12年４月から平成12年９月までの半年間は免除、平成12年10

月から平成13年９月までの１年間は本来の介護保険料額の半額を納めいただきました。よって、国

の特別対策が平成13年９月で終了することに伴ない、平成13年10月からは本来の介護保険料額を納

めていただくことになります。

介護保険料は、村の介護保険制度を支える貴重な財源となっています。介護を必要とする方々が

安心して介護を受けられるためにも、ご理解とご協力をお願いします。

●第１号被保険者（65歳以上の方）に納めていただく介護保険料のイメージ

平成12年度 平成13年度

介護保険粽 よ免除

本来の介護保険料額の半額を納付

本来の保険料額を

納付

平成12年４月～平成12年９月　10月　　　 ～　　　 平成13年４月　　～　平成13年９月10 月～

お問い合わせ 蓬田村役場　ﾈ畠祉課　2 7 - 2 214

平成14年度学生募集案内

青森県立青森高等技術専門校

◆募集科名 一定員

科　　　 名 定 員 期 間
｜　　　　

応　　 募　　 資　　 格

ｌ
電　　子　　機　　器　　科　　20名　　　１年

電　 気　 工　 学　 科　20 名　　 １年　　　　 平成14 年３月レ 高等学校卒業見込みの方

㎜㎜　〃-　　　　’’-iイ　ン　テ　リ　ア　　　　　ｚ　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　または高等学校以上の卒業者
サ　 ー　 ビ　 ス　 科　20 名　　　１年

建 設 システ ムエ 学 科　20 名　；　１年

◆願書受付期間

◆ 選　 考　 日

◆ 選 考 方 法

◆ 選 考 会 場

◆お問い合わせ先

平成13年10月10日（水）～平成13年11月６囗（火）

平成13年11月15日（木）

筆記試験（数学、国語）、作文、面接

青森市大字野尻字今田43－ 1

青森高等技術専門校　学生募集係　S017-738-5727

●お知らせ情報局/∂



児
童
川
柳

ペ
ン
シ
ル

第
3
9回

題
「

風

」

天
位

う
み
の
か
ぜ
さ
か
な
と
お
よ
ぐ
そ
ら
た
か
く

２
年

細

谷

慶

仁

く
ん

●
佳
作

●
五
客

☆
人
位

☆
地
位

か

ぜ
に
の
り
い
っ
て
み
た
い
な
か
ぜ
の
く
に

風
さ
ん
が
ぱ
っ
ぱ
と

Ｉ
緒
に
お
に
ご
っ
こ

つ
よ
い
か
ぜ
お
ち
ば
が
み
ん
な
お
ど
っ
て
る

い
い
か
お
り
風
が
そ
よ
そ
よ
つ
れ
て
く
る

風
加
わ
り
も
う
秋
だ
な
と
か
ん
じ
た
ぞ

か
ぜ
が
ふ
く
か
ら
だ
の
な
か
み
す
っ
き
り
だ

風
ふ
け
ば
か
ぜ
の
よ
う
せ
い
こ
ん
に
ち
は

秋
風
は
い
ろ
ん
な
も
の
を
赤
く
す
る

風

が
ふ
き
前

が
み
さ
か
だ
ち
か
た
ま
っ
た

か
ぜ
ひ
い
た
ふ
と
ん
の
前
に
プ
リ
ン
あ
る

か
ぜ
の
子
は
い
た
ず
ら
ず
き
な
あ
の
子
だ
よ

た
い
ふ
う
は
青
森
県
を
と
お
り
す
ぎ

台
風
で
お
や
じ
の
か
つ
ら
ふ
っ
と

ぶ
な

風

が
ね
思
い
出
い
っ
ぱ
い
と

ば
し
て
る

風
を
み
る
よ
ご
れ
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
だ
よ

た
い
よ
う
が
風
と
か
た
か
い
ま
け
ち
ゃ
っ
た

風
ふ
い
で
じ
い
さ
ん
の
か
み
た
げ
な
び
く

風

ふ
い
て
は
ら
こ
先
生
か
ぜ
に
な
る

風

が
ふ
き
人
間
一
人
と
ん
で
ゆ
く

秋
の
海
ぼ
う
し
が
ふ
わ
り
飛
ん
で
い
く

た
つ
ま
き
に
み
ん
な
が
の
っ
て
あ
き
が
く
る

ピ
ュ
ー
ピ
ー
ユ
か
ぜ
の
こ
び
と
か
の
っ
て
い
る

３
年
　
青
木
　
　

彩

５
年
　
柿
崎
英
梨
子

２
年
　
細
谷
　
正
孝

４
年
　
久
慈
　
昂
大

５
年
　
三
上
　
　

匠

３
年
　
南
　
　

匠
吾

４
年
　
佐
井
　
琴
海

４
年
　
八
戸
　
菜
摘

６
年
　
八
戸
有
佳
李

６
年
　
三
浦
　
正
嗣

４
年
　
越
田
　

理
央

４
年
　
三
浦
　
由
寛

５
年
　
大
宮
由
紀
子

４
年
　
田
中
美
佐
子

４
年
　

秋
田
　
育
美

６
年
　

久
慈
　
竜
哉

６
年
　
福
田
　
恭
平

４
年
　
堀
　
　

潤
哉

６
年
　
田
中
　
勇
貴

６
年
　
久
慈
　
　

楓

３
年
　
細
谷
　
幹
奈

４
年
　
中
川
　
　
南

選
評

お
か
じ
よ
う
き
川
柳
社

八
戸
む
さ
し
气

「
風
」
と
い
う
題
は
む
ず
か
し

い
ん
だ
け
ど
、
み
ん
な
が
ん
ば
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

竜
哉
く
ん
、
太
陽
が
風
に
負
け
る
の
は
お
話
に
出
て
く
る
よ
、
今
度
は
自

分
の
考
え
で
書
い
て
下
さ
い
。
恭
平
く
ん
、
津
軽
弁
で
よ
く
作
れ
ま
し
た
。

堀
く
ん
、
は
ら
こ
先
生
き
っ
と
ス
テ
キ
な
ん
だ
ね
。
勇
貴
く
ん
、
人
間
一
人

は
発
見
だ
よ
。
楓
さ
ん
、
「
風
」
と

い
う
言
葉
を
使
わ
な
い
で
「
風
」
の
絵
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

人
倥
　
み
ん
な
が
竜
巻
に
乗
る
と
秋

が
来
る
っ
て
知
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
は
、
み

ん
な
で
な
く
ち
ゃ
ね
。

地
位
　
南
さ
ん
に
は
、
風
の
こ
び
と
が
見
え

る
ん
で
す
ね
。
ず
１
つ
と
ず
っ
と
叺

つ
づ
け
て
く
μ
にに
べＣ
い
。

天
位
　
海
に
吹
く
風
は
、
魚
と
泳
ぎ
た
か
っ
た
ん
で
す
か
。
し
か
も
、
見
上
げ
る

よ
う
な
高
い
空
に
魚
を
連
れ
て
行
き
た
か
っ
た
ん
だ
。

鉄道の日
(10月14日)

// ●児童川柳／行事予定表

10/  1　　月　　書道教室　　　　　　　　　　　　　　　　 中　央　公　民　館　13:30 ，中 央 公 民 館

３　　° 水　　陶芸教室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふるさと総合センター　　9:00 々

10　　　水　　陶芸放縦 ふるさと総合センター
｜

9:00　　　 ク

15　　　 月　　 古道教ぺ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 中　 央　 公　 民　 館|　13:30　　　　　　 々　　　
，

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｜

116　 ｜ 火 ﾓ種混合 蓬　 田　診　療　 所　　13:00　福　　祉　　課

17　　　水　l陶芸教室 ふるさと総介センター　　9 二00　中 火 公 民j イ

21　　　 囗　　秋季火防演習　　　　　　　　　　　　　　　　　高　　根　　地　　ﾚ（　　7 二30　総　　務　　課

22　　 月　 占こ道教室　　　　　　　　　　　　　　 中　央　公　民　館　13:30　 中 央 公 民 館

24　　　水　　陶芸教室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふるさと総今センター　　9:㈲　　　　　々

28　　　 囗　　付長選挙投票囗　　　　　　　　　　　　　　　各　　投　　票　　所　7:丱万万　選挙管理委員会

29　　 月　 書道教室　　　　　　　　　　　 巾　 央 公 民 館　13:3 厂 中 央 公 民 館

開催日| 曜日｜　　　　行　　　 事　　　 名　　　　｜　場　　　 所　｜時　間
！　
担　　当

役　　　場　27-2111　　よもぎ温泉　　　27-2170
F A X　27-3255　　 中央公民館　　　27-2076

教育委員会　31-3111　　保　育　所　　　27-2180

－
に 謡子 工　 ？ ： ：　　 言 昌

ト レ セ ン　27-3010　　中　学　校　　　27-2038
たままつ海の情報館　　　社会福祉協議会　27-2828

31-3061　　マルシェよもぎた31-3040

テレホンガイド



第
９
回
県
民
駅
伝
競
走
大
会

９
月
２
囗
、
青
森
市
で
第
９

回
県
民
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催

さ
れ
、
選
手

・
ス
タ
ッ
フ
3
2人

で
参
加
し
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
1
0区
回
、

4
2・
1
9
5
い
の
コ
ー
ス
を
力
走
し
、

２
時
間
4
1
分
2
5秒
の
タ
イ

ム
で

ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。
昨
年
よ
り

も
健
闘
し
、
結
果
は
村
の
部
1
9

位

（
昨
年
2
1位
）
で
し
た
。

選
手
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

実
行
委
員
長
　

小
鹿
　

重

一

監
　
　
　

督
　

野
藤
　

健
純

コ
　

ー
　

チ
　

稲
葉
　
　

宏

ク
　
　
　

高
松
　

範
和

◇
選
手
名
簿

○
中
学
生
男
子

（
敬

称

略

）

青
木
　
拓
道
（
1
4）
阿
弥
陀
川

小
松
　
周
平
（
1
4）
蓬
　
　
田

柿
崎
　
勇
太
（
1
3）
広
　
　

瀬

○
一
般
・
高
校
生

田
中
　
友
規
（
1
5）
瀬

辺

地

小
鹿
　
辰
徳
（
1
9）
長
　
　
科

小
鹿
　
功
二
（
1
9）
長
　
　

科

八
戸
　
慎
幸
（
2
7）
阿
弥
陀
川

田
中
　
邦
章
（
3
1）
瀬

辺

地

福
士
　
　

晃
（
4
1）
郷
　
　

沢

広
田
　
　

満
（
4
2）
長
　
　
科

○
4
0歳
以
上
男
子

森
　
　

淳
一
　（
4
6）
阿
弥
陀
川

野
藤
　

健
純

（
5
0）
阿
弥
陀
川

○
女
子

青
木
　
香
織
（
1
3）
阿
弥
陀
川

森
　
千
佳
子
（
1
2）
阿
弥
陀
川

高
木
　
美
佳
（
1
2）
阿
弥
陀
川

み
ー
つ
け
た

1

4

7

こ
の
ト
マ
ト
は
、
９
月
３
日

に
松
本
早
苗
さ
ん
（
長
科
）
の

自
宅
前
の
畑
で
収
穫
さ
れ
た
物

で
す
。
１
本
の
蔓
に
２
個
の
ト
マ
ト

が
く
っ
つ
い
た
ま
ま
大
き
く
な

り
ま
し
た
。

玉
松
圉
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク

の
古
城
の
沼
に
咲
い
た
（

ス
の

花
で
す
。

３
年
前
に
沼
を
整
備
し
た
時

に
植
付
け
し
、
今
年
初
め
て
３

本
の
花
を
付
け
、
写
真
は
そ
の

う
ち
の
１
本
で
す
。

戸 籍 の

窓　　囗

人口と世帯数

(８月31 日現在)

総人口　3, 644人

男　　1, 727人

女　　1,917人

世帯数　1,097世帯

８月受付分

お誕生おめでとうございます

遠田　大和
一　仁

里伊子
三男

おくやみ申し上げます

越田　キワ（瀬 辺 地　88歳）

坂本　定浪（中　　沢　93歳）

編
　
集
　
後
　
記

秋
と
言
え

ば
食
欲
・
読
書
・
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
で
す

が
、
今
年
は
残

念
な
が
ら
台
風

の
秋
に
も
な
り
そ

う
で
す
。

２
年
振
り
に
台
風
］
1
1
号

が
上
陸

し
、
全
国
に
数
名
の
死
者

が
で
る

な
ど
相
当
な
被
害
を
与
え
た
と
思
っ

た
ら
今
度
は
台
風
1
5号
で
す
。
こ

れ
か
ら
農
作
物
の
収
穫
時
を
迎
え
、

今
後
が
と
て
も
心
配
で
す
。

上
の
写
真
は
、
且一
号

が
過
ぎ
た

朝
に
撮
影
し
た
虹
の
写
真
で
す
。
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